
   

          

   

          

 
 

 

「人間性 vs AI」 今後の学校教育で求められるもの   校長  益子 照正 

元日に発生した令和6年能登半島地震により被災された皆さまに心よりお見舞い申し上げます。 

学校現場においては、いよいよ令和５年度の最終段階に突入いたします。 引き続き、ご理解とご支援のほど、よろしくお願いい

たします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

AIは、蓄積されたデータを分析し、予測する作業に対してはその能力を発揮しますが、起こったことのない出来事に対して柔軟

に対応することはできません。また、人間のように「心」をもっているわけでもありません。だから、業務の効率化、自動化を図ること

はできても、人間性を信じ、協力して新しいものを創造していくことはできないのです。 

旭小学校においても、 学校教育目標が示すように、数値には表れない“人間性”を重視し、今後の教育活動を創造していきま

す。 本年も引き続き、よろしくお願いいたします。 

♦３年生の活動が区のイベントで紹介されます♦ 

２月１７日（土）に鶴見公会堂で開催予定の 「第１８回 鶴
見・あいねっと推進フォーラム」にて、本校の３年生が取り組ん
できた「あさひキッズ愛護会」の活動を発表する機会を頂戴
しました。申込不要、参加費無料です。 

学校教育の方向性をお伝えする機会でもあります。ご都合
のつく方は、ぜひお越しください。  WEBチラシはこちら 

令和６年１月 

学校だより 

横浜市立旭小学校 SINCE 1901 

そんなことに憂いている中、人間らしさに心を動かされるイベントがありました。箱根駅伝です。 AIが最も苦手とする“筋書き

のない”展開・結果に、「スポーツという文化は、どんな時代がやってきても失われることはない」ことを確信しました。 

前評判では「一強」と言われるほど、駒澤大学が優位でした。多くのメディアもそう説明するように、昨年度から無敗の圧倒的

な実績を引っ提げた盤石な状態だったからです。しかし、「負けてたまるか大作戦」を周到に準備してきた青山学院大学が予想

外の圧勝で下馬評を覆しました。その勝因は、指揮官・原晋監督の“人間らしさ”だったと私は思います。 

原監督の優勝インタビューの中に「妻に感謝」とのコメントがあった、現在寮母を務める奥様の著書によると、原監督は２００４

年に３年契約で青山学院大学の陸上競技部の再建を託されました。  その結果を求められた背水の３年目、１、２年目以上に予

選会で惨敗して本選出場を逃した際の自身の行動を顧みたそうです。選手をスカウトする際の信念であった「記録もさることな

がら人間性を重視する」ことを忘れ、とにかく結果を出そうと、人間性を後回しにし、記録優先で選手を集めてしまったことです。

その後、大学に直談判して契約延長にこぎつけ、以降、「努力できる人間性を身に付けることが、何よりも大事」との信念を貫い

て選手の育成にあたってきたとのこと。今や、全国屈指のエリート集団とはいえ、往復１０区間の半分・５区間を区間賞、３区間を

区間２位で走り抜いた圧巻の結果もさることながら、その８名中３名は大学三大駅伝初出場という、努力できる“人間性”をもっ

た学生たちがどんどん頭角を現してくることがすごさの証明でしょう。  AIが、選手の記録をもとにメンバーを選考し、効率的、合

理的な人材育成をしたとしたら、原監督が就任５年後の２００９年に本選初出場してから１５年、うち総合優勝７度を超えることが

できたでしょうか。 

 

さて、これからの学校教育では、急速な変化を求められています。 社会情勢がきわめて急速な変化を遂げてきたからです。 

AI（人工知能）研究の第一人者として知られるレイ・カーツワイル氏は、「2029年にAIが人間並の知能を備えるようになり、

2045年には技術的特異点（シンギュラリティ）が訪れる」と述べています。生成AIが急激に発達し、世の中に進出してきたこと

から、その予測通りに動いてきていると考えざるを得ません。この“２０４５年問題”については、肯定的な意見もあれば、否定的な

意見も存在します。AIは先入観や固定観念に左右されないため、これまでの人間の常識を超えた創造性の発揮や、作業の飛躍

的な効率化が見込まれます。しかし、フェイク・コンテンツの生成によって悪用を生み出したり、人間の労働力に影響を及ぼしたり

することにつながりかねません。 「人間の、人間による、人間のための」文化や生活が失われてしまうことさえ起こりうるのです。 

 

★歯科校医の和田先生が表彰されます★  

このたび、本校の学校歯科医 和田  謙先生 が、 令和
５年度横浜市学校保健永年勤続者（20年勤続）の受賞
者として表彰されることになりました。 

おめでとうございます。 

来る１月１８日、南公会堂で行われる「令和５年度学校
保健大会」 にて表彰の式典がありますが、 ご都合により
ご欠席とのことです。 表彰状が届き次第、 和田先生にお
渡しする予定です。 

引き続き、本校の歯科衛生保健にご尽力くださいま
す。 よろしくお願いいたします。 

https://www.city.yokohama.lg.jp/tsurumi/kurashi/fukushi_kaigo/chiikifukushi/fukushi-plan/2020020144aineto.files/0268_20231211.pdf

